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カ キ (平核 無 )の 果 実 肥 大 に 及 ぼ す 葉数 ,結果 部 位 の 影 響
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1 は  し 力
' 

き

近年,県産の渋ガキ・平核無の裁培において,販路拡大

の動向等から大玉の生産が強く望まれており,摘らいや摘

果による着果調節の必要が高まっている。着果調節上の参

考とするために,平核無の果実肥大に及ぼす葉数および結

果部位の影響について調査 したので,その結果を報告する。

2調 査 方 法

1 葉数と果実1巴大に関する調査

昭和49～50年に着花 (果 )放任樹 と調節樹について,葉

果比と果重との関係を調査した。供試樹は
"～

21年生樹.

各々4～ 5本。葉果比は 1樹あたり母枝 100本 , 果重は収

穫果50個,葉面積は母枝先端断 しょぅの最大葉 40枚 を対象

に縦長と横長を測定し,次の回帰式によって算定 した。o最

大葉の葉面積 Y‐ o6,X+104(た だしX… 葉の縦長X

横長 )。 平均秦面積 Y′‐o3X′+22,(た だしX′ ―最

大葉の葉面積 )

2 結果部位と果実肥大に関する調査

昭和50～ 51年 に2,～ 52年生樹 5～ 5本 を供試し, 1樹

あたり2～ 3花着生結果枝40～ 50本 を対彙に,5月 下旬描

らい,7月 下旬描果 着花(果)放任の処理下で,結果校上

の着花部位と実上 り(結果率 )お よび結果部位と果実肥大

(果重)について調査した。粋量果数は 1樹あたり30～ 50

鳳 摘らいおよび摘果は結果枝 1本に 1果を残すように行

った。

3 結果および考察

1 葉数と果実肥大について

160′ 以上 (階級M以上 )の 果重とするための 1果 あた

り必要棄数を検討するために,着果放任樹と調節樹との一

群を対象に,葉果比 (1果あたり葉敦 )と 果重との関係を

調査した。

環状はく皮処理下の予備調査の結果では,偏差を考慮す

ると1果あたり17～ 18葉以上でlω ′以上の果重であり,

25葉前後 (葉面積1,300馘前後 )ま では葉致の増加にとも

なって果重および精度が増加する傾向がみられた。このこ

とから,葉 果比20前後までの範囲で調査した結凡 果重

(Y)と 葉果比 (X)と の間には相関が認められ 昭和49年に

はY-298X+lo● 3,昭和50年にはY… 298X+1に 0の

回帰直線が求められた (表 1)。

表 1 葉果比と果重

。葉果比と果重との相関係数
I. r… α9579*** Ⅱ. r_Q8219*

。葉果比 (X)と 果重(Y)と の回帰直線
I. Y-298X+10o8 1. Y-298X+lo3 o

表 2に,こ れら回帰式による 1果あたり葉数に対応する

果
=お

よび葉面積 (平均葉面積X葉数 )を示した。この

算定結果では 1果あたり20葉 棄面積1,200～ 1.3∞ 酬以上

でlω ′以上の果重であった。

以上の結果から,階級 M以上の果実生産には 1果あたり
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20葉は必要であり,着果調節の際には1果 あたり22～ 23

葉程度の確保が日標 となるように考えられる。

表2 1果あたり葉数と果重

1果 あ た り
果   重

125 7

葉 数 葉 面 積
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2 結果部位と果実肥大について

表3に 着花部位と実上 り,表 4に結果部位と果実lE大に

ついての調査結果を示した。調慶年度は異なるが, 5月 下

旬描らい処理では 2～ 5花着生結果校について着花部位

(残花部位)に よる結果率の差異は認められず,着花放任

下の 2花着生結果校についても同様であった。 しかし5花

着生結果枝では基部花の結果率が中央花ないし先最花に比

べて劣る傾向にあった

結果部位と果実肥大については,結果率の場合と同様に

5月 下旬摘らい処理では結果部位(残果部位)に よる果重

差異は認められなかったが,着果放任および フ月下旬摘果

処理では, 3花 (夕D着生結果校の基部果の果重が劣る傾向

にあった。

3花着生結果枝において 5月 下旬描らい実施の場合に基

部花残R中 央花残置,先端花残置の舛理間に結果率およ

び果重についての差異が認められず.着花放任あるいは生

理的落果後のフ月下旬摘果実施の場合には基部花の結果率

および果重が中央花ないし先端花に比べて劣った。このこ

とは展葉終了後から生理的落果終了期頃まで,すなわち5

月下旬頃から梅雨明けでもある 7月 下旬頃までの,主 とし

て同化養分の集積に供け る着花～結果部位間の競合影響に

よるものと考えられる。

表4 結果部位と果重

処 理
2花 着生結果校 3花着生結果枝

基部果 先端果 基部果 中央果

5E Tbfr6v.'
′

1“ 4
′

1666
′

1650
′

1642

着 花 放 任・ 11e.i 1“ 0 16`1

フ月下旬摘 1●ゝフ 1組 0 147デ 16■ 4 1588

調査年度 :ホ 昭和 50年, ●●昭和51年

果実はそれに近い葉の同rL■分を集積しやすいとすれば,

結果枝単位にみる場合,そ の葉か らの同化養分の集積に関

しては,着花の多い結果枝の基部果は中央果や先端果に比

べて部位的に多少不利のようであり,こ れが実上りや果実

肥大に影響するとも考えられる。

以上の結果から,描らいや摘果に際 しては大きめの花 ら

いあるいは果実で障害のないものを残すべきではあるが,

着花 CDの 多い結果枝では基部果の肥大が劣りやす|ヽので,

摘果実施の場合には基部果は摘除し,中央～
先淵果で障害

のない大きめのものを残すべきであると言える。

4 ま  と  め

平核無の着果調節上の参考とするために果実肥大に及ぼ

す葉丸 結果部位の影響を調査した。

1 着果放任樹と祠節樹を対魚に葉果比と果重の関係を

諷査した結果,160′ 以上 (階級
“
以上 )の 果重とするため

の必要素臓は, 1果あた り2C葉であった。

2 2～ 3花差生結果厳を対象に結果枝上の結果部位と

果実肥大について調査 した結几  3花着生結果枝では,着

花放任の場合には基都花の結果率および果重が劣り, 7月

下旬摘果実施によっても基部果の果重が劣った。同化養分

の集積に関しては,着花の多い結果校の基部果は,中央
～

先端果に比べて部位的に不利のようである。

表3 着花部位と結果率

処 理
2花着生結果枝 3花着生結果枝

基部花 先端花 基部花 中央花

sFT€lfi 6v.' 8,メ 867'
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′ s1.1fr

着 花 放 任 7■ 9 72' 820

調査年度 :幸 昭和∞篤 ‐ 昭和51年


